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はじめに

• 脊髄損傷（SCI）患者のうち頚髄損傷で入院した患者の約6割が呼吸機能障害を
呈している

• 呼吸機能障害の治療法として呼吸法が挙げられるが、単調な訓練モデルのため、
患者はモチベーションを維持することが困難であると報告されている

• 近年、呼吸器疾患における歌唱の有効性が報告されているが、そのほとんどが
慢性閉そく性肺疾患に対するものである

• Santoniらは、単なる歌唱と比べ、OMREXとVITを組み合わせることで、呼吸と
発声をより体系的に訓練することができると示唆している

→SCI患者における呼吸機能と発声に対するOMREXとVITの効果を調査した



性別

対象

脊髄損傷患者31名

ランダム化 18名

除外 13名
基準を満たしていない12名
個人的な理由1名

評価：呼吸機能、音声機能、質問紙

評価（6週間後）：呼吸機能、発声評価

通常群
呼吸訓練
1回30分
週5回×12週間

通常群 9名
ASIA-B 6名
ASIA-C 3名

評価（12週間後）：呼吸機能、発声評価、質問紙

NMT群 9名
ASIA-B 7名
ASIA-C 2名

NMT群
OMREX＋VIT
1回30分
週5回×12週間

男性

女性

年齢（歳）

負傷からの期間（年）

身長（cm）

体重(kg)

ASIA分類



方法

NMT群
①吸気と呼気の練習
②短いメロディーでスタッカートを歌う練習
③メロディーを母音で歌唱
メロディーを子音で歌唱

④「オーキッド」、「サンザシの木」、
「カントリーロード」等中国語の歌を歌唱

通常群
呼吸コントロール、口窄め呼吸の訓練



評価・分析

• 呼吸機能
スパイロメーターを使用し、呼吸機能の測定

• 発声
音圧レベル（歌声、話し言葉）の測定、発声持続時間

• 質問紙
ザ・セントジョージの呼吸器アンケート（SGRQ）

QOLアンケート

• 統計処理
二元配置分散分析、反復測定分散分析



結果 呼吸機能

通常群と比べてNMT群の方が、

E.1秒量では、6週間後より１％水準で有意に増加

C.最大吸気量、E.1秒量、F.努力性肺活量、G.1秒率

H.最大呼気中間流量が12週間後、1%水準で有意に
増加

A.肺活量、B.全肺気量、D.残気量はNMT群と通常群
では有意差は認められなかった



考察 呼吸機能

• NMT群の最大吸気量と努力性肺活量は12週間後に強化された

→長いメロディーを歌う前に急速に深く息を吸い込む呼吸運動が、

呼吸量を改善するのに有益であること示唆された

• 1秒量、最大呼気中間流量は、12週間後にNMT群に有意差が認められた

→スタッカート音符、メロディーを歌うことにより、

呼吸の使い方を調整できることが示唆された。

歌唱は1秒量を維持するための効果的な方法であり、長いメロディーを

歌うことでより大きな吸気量を保持することが可能と示唆された



結果 発声

12週間後

B.大きな声で歌う歌唱時の音圧レベル

D.発声持続時間

対照群と比べ1%水準で有意に増加

C.大きな声で話す音圧レベルに有意差は
見られなかった



考察 発声

• 発声持続時間テストでは、NMT群の方が12週間後に有意に優れ
た結果となり、関連する呼吸機能の測定でも有意差が見られた

→母音で長い音符を歌うことによるトレーニングは、呼吸速度の

制御に特定の効果があり、3~5度のメロディーを歌うことで

中音域の発声の改善が可能と示唆された。



結果 質問紙

通常群と比べ12週間後、

SGRQテスト・QOLアンケート１％水準で

有意差が認められた



考察 質問紙

• NMT群と通常群のSGRQスコアは負の相関があった。

→歌うことが呼吸器症状の改善と、疾患への影響を軽減するプラスの
効果をもたらすことが示唆された

• QOLアンケートの得点増加とSGQRの活動能力の得点は、正の相関
があった

→歌唱は、患者の参加意欲を向上させる効果があることが示唆された



結論

• OMREXとVITを使用した音楽療法は、SCI患者の呼吸機能障害
と発声の改善に有効であり、これらのリハビリは患者にとって
参加しやすく、外傷を引き起こすこともないため、臨床の場で
推奨されるべきである
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